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京
都
語
由
来
の
ハ
ギ
シ
と
コ
ブ
ラ―

　今
回
も
前
回
、前
々
回
に
続
い
て
、か
つ
て
の
中
央
語（
京

都
語
）由
来
の
小
松
方
言
の
中
か
ら
、
身
体
部
位
の
方
言
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、「
歯
茎
」を
指
す

ハ
ギ
シ
と「
ふ
く
ら
は
ぎ
」を
指
す
コ
ブ
ラ
で
す
。

「
歯
茎
」の
方
言
ハ
ギ
シ
は
古
語「
歯
肉
」に
由
来

　こ
れ
ま
で
に
も
取
り
上
げ
て
き
た
身
体
部
位
を
指
す
方

言
同
様
、
共
通
語
の
普
及
で
使
う
人
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
小
松
で
は「
歯
茎
」を
指
す
ハ
ギ
シ
と

い
う
方
言
形
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　ハ
ギ
シ
は
、
平
安
時
代
中
期
の
漢
字
辞
書『
新
撰
字
鏡
』

に「
歯
茎
」の
意
味
で
載
っ
て
い
る「
歯
肉（
ハ
ジ
シ
）」の
音

変
化
形
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
ジ
と
ギ
は
音

声
的
に
近
い
音
で
す
か
ら
、「
ジ
」か
ら「
ギ
」へ
の
音
の
交
替

が
起
こ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
筆
者
の
出
身
地
で
あ

る
越
前
市（
旧
武
生
市
）を
含
む
福
井
県
の
嶺
北
地
方
で
は
、

広
い
範
囲
で
古
語
ハ
ジ
シ
の
形
の
ま
ま
方
言
と
し
て
使
わ

れ
て
お
り
、
筆
者
も
虫
歯
で
歯
茎
が
腫
れ
た
と
き
に
、
ハ

ジ
シ

　ハ
レ
テ

　イ
テ
ー
ン
ニ
ャ（
歯
茎
が
腫
れ
て
痛
い
ん

だ
）の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　「歯
茎
」の
意
味
の
古
語「
は
じ
し
」の「
し
し
」は
、
奈
良

時
代
の『
万
葉
集
』や
平
安
初
期
の
史
書『
続
日
本
紀
』（
７
９

７
年
）な
ど
に
既
に
用
例
が
見
え
る「
肉
」（
主
と
し
て
食
用

と
な
る
獣
肉
を
指
し
た
）の
意
味
の
古
語
で
す
。
一
方
、「
歯

茎
」の
意
味
の「
は
じ
し
」は
、『
新
撰
字
鏡
』の
ほ
か
、
平
安

時
代
中
期（
９
３
０
年
代
）の
辞
書『
和
名
類
聚
抄
』に「
齗
、

波
之
々
、
歯
の
肉
也
」、
平
安
時
代
末
期
の
説
話
集『
今
昔

物
語
』に
も「
咲
へ
ば
歯
が
ち
な
る
者
の
、
は
じ
し
は
赤
く

な
む
見
え
け
る
」と
い
っ
た
用
例
が
見
え
ま
す
。

「
ふ
く
ら
は
ぎ
」の
方
言
コ
ブ
ラ
は「
腓
」か
ら

　小
松
で
は「
ふ
く
ら
は
ぎ
」の
こ
と
を
コ
ブ
ラ
と
言
い
ま

す
。「
ふ
く
ら
は
ぎ
」と
は
足
の
す
ね
の
後
ろ
の
ふ
く
ら
ん
だ

部
分
を
指
し
ま
す
。
筆
者
の
手
元
に
あ
る
現
代
語
の
辞
書

の
一
つ『
新
明
解
国
語
辞
典 

第
七
版
』（
三
省
堂
）に
は「
こ
む

ら
」と
い
う
項
目
が
あ
り
、「『
ふ
く
ら
は
ぎ
』の
意
の
老
人

語
」と
あ
り
ま
す
の
で
、
共
通
語
で
も
消
え
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
こ
む
ら
」は
平
安
時
代
の『
和
名
類
聚

抄
』に「
腓
、
古
無
良
、
脚
腓
也
」の
例
が
見
え
る
よ
う
な
古

語
で
す
。
か
つ
て
の
中
央
語
で
も「
こ
む
ら
」の「
む
」が
音

声
的
に
近
い「
ぶ
」に
変
化
し
た「
こ
ぶ
ら
」の
例
も
見
え
ま

す
か
ら
、「
こ
む
ら
」が
北
陸
地
方
に
伝
播
す
る
途
中
で「
こ

ぶ
ら
」に
変
化
し
た
の
か
、
中
央
で「
こ
ぶ
ら
」に
変
化
し
た

後
に
北
陸
に
伝
わ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
松
方
言
の
語
源

　その
37

「コブラがつらんよう、
しっかり準備運動するぞ～」
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連
載

－◥◤
取
り
戻
せ
！
加
賀
建
仁
寺
流
◢◣－

　８
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｢

加
賀
建
仁
寺
流
を
取
り
戻
せ｣

が

あ
り
ま
し
た
。
小
松
市
史
建
築
編
に
も
関
連
し
ま
す
の
で
、

今
回
は
そ
の
中
か
ら
文
建
協
の
賀
古
唯
義
先
生
の
お
話
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　江
戸
時
代
の
宮
大
工
に
は
、
四
天
王
寺
流
と
建
仁
寺
流
の

２
つ
の
大
き
な
流
派
が
あ
り
ま
し
た
。
前
者
は
聖
徳
太
子
の

建
て
た
四
天
王
寺
を
受
け
継
ぎ
、
後
者
は
禅
宗
を
開
い
た
栄

西
が
建
て
た
建
仁
寺
の
流
れ
を
く
み
ま
す
。
こ
の
流
派
こ
そ
、

大
工
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
の
上
で
、
大
名
に
雇
わ
れ
る
た
め

の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　利
家
が
北
陸
に
入
っ
た
時
、
連
れ
て
来
た
大
工
が
建
仁
寺

流
で
し
た
。
そ
の
主
流
派
は
江
戸
で
徳
川
家
に
付
い
た
の
に

対
し
、
前
田
家
は
経
済
力
に
物
を
言
わ
せ
、
次
々
と
寺
社
を

建
立
、
宮
大
工
は
独
自
に
進
化
し
、
後
世
に
加
賀
建
仁
寺
流

の
名
を
残
し
ま
し
た
。
こ
の
建
築
ブ
ー
ム
に
登
場
し
た
の
が

天
才
建
築
家
山
上
善
右
衛
門
で
す
。

　善
右
衛
門
の
代
表
作
に
、
羽
咋
妙
成
寺
、
高
岡
瑞
龍
寺
、

そ
し
て
那
谷
寺
が
あ
り
ま
す
が
、
那
谷
寺
が
最
も
建
仁
寺
流

の
テ
キ
ス
ト（
木
割
書
と
い
う
）に
忠
実
に
造
ら
れ
、
善
右
衛

門
の
特
徴
が
一
番
色
濃
く
出
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
が
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
藩
の
組
織
が
無
く
な
り
、

宮
大
工
は
失
業
し
、
行
き
場
を
失
っ
て
壊
滅
。
建
仁
寺
流
は

加
賀
の
地
か
ら
全
く
姿
を
消
し

ま
し
た
。
残
存
す
る
木
割
書
と

現
存
建
造
物
を
頼
り
に
、
建
仁

寺
流
の
復
興
が
待
た
れ
ま
す
。

教
育
庶
務
課
市
史
編
纂
担
当
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８
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し
ん
せ
ん
じ
き
ょ
う

し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

は

　じ

　し

は

こ

　む

　ら

わ
ら

こ
ん
じ
ゃ
く

で
ん
ぱ

き
わ
り
し
ょ

み
ょ
う
じ
ょ
う
じ

け
ん
に
ん
じ

は
じ
し

こ
む
ら

▲

那
谷
寺
鐘
楼（
重
文
）

賢い消費者になろう

消費せいかつ
VOL.
77

あんしん相談センター　☎24・8071
消費者ホットライン　　☎188

問い合わせ

ネットでベビー用品を注文し、
代金はサイトに指定された銀

行口座に前払いで振り込んだ。商品
が届かないので、サイトに再三メー
ルで催促したが返事がない。

ネット通販の前払いによるトラブルにご注意！

トラブル回避のポイント

◆「商品が届かない」などの詐欺サイ
トに関する相談が増えています。
◆購入前に会社名、所在地、電話番
号を確認しましょう。連絡手段がE
メールだけの場合は特に注意が必要
です。
◆前払いの銀行振込や海外の銀行へ
の送金は消費者保護の手段が無いた
め、これらの支払い方法を指定され
た場合は購入を控えた方が良いでし
ょう。

事例

1
2

3
4

松
太
郎

　
第
6
回

　
絵

：

み
さ
き

特
に
支
払
い
方
法
が
個
人
名
口
座
へ
の

前
払
い
の
場
合
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が

　多
い
の
で
注
意
が
必
要
よ

サ
イ
ト
の
所
在
地
や
電
話
番
号

も
必
ず
確
認
し
な
き
ゃ
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利

お
っ
、
こ
れ
は
安
い
！

い
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

サ
イ
ト
見
つ
け
た
？

小
田
松
郎（
68
）

ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
!!

っ
て
、
親
父
！

ち
ゃ
ん
と
話
を
聞
い
て
る
の
か
!?

え
ー
っ
？

ネ
ッ
ト
通
販
は
、
サ
イ
ト
の

信
用
性
の
見
極
め
が
大
事

商
品
が
届
か
な
い
ま
ま
、
サ
イ
ト
と

連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
こ
と
も

　あ
る
ん
だ
ぞ

※

小
松
市
立
高
校
芸
術
コ
ー
ス
美
術
専
攻

ー 住宅防火  命を守る  7  つのポイントー

❶寝たばこは絶対にやめる。
❷ストーブは燃えやすいもの
から離れた位置で使用する。
❸ガスコンロなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。

　３
５
０
点
の
応
募
の
中
か
ら
消
防
長
賞

の
２
作
品
が
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
今
後
、
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
で

掲
示
し
ま
す
。

❶逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器を設置する。
❷寝具、衣類及びカーテンからの火
災を防ぐために、防炎品を使用する。
❸火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器などを設置する。
❹お年寄りや体の不自由な人を守る
ために、隣近所の協力体制をつくる。

　寒
さ
が
増
し
、
暖
房
器
具
な
ど
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

3つの習慣 4つの対策

11
月
９
日
月 

〜
15
日
日

蓮
田
寿
里
さ
ん（
芦
城
小
４
年
）

林
優
作
さ
ん（
苗
代
小
３
年
）
　

秋
の
火
災
予
防
運
動

「
無
防
備
な  

心
に
火
災
が  

か
く
れ
ん
ぼ
」

　

（
平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

問
い
合
わ
せ

　
消
防
本
部
予
防
課

　☎
20
・
２
７
０
６

防
火
ポ
ス
タ
ー
が
で
き
ま
し
た


